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エグゼクティブ・サマリー 

 

図1：オラクルは、Oracle DatabaseやOracle Applications、その他の主要なエンタープライズ・アプリケーションに対応した包括的な統合型高可用性ソリューショ

ンを提供します。 

Oracle® Solaris Clusterは、予測的自己修復、信頼性の高いネットワーク、リソース管理、および

組込みの仮想化など、Oracle Solarisが持つ業界最先端の可用性機能を拡張します。Oracle Solaris 

Clusterは、Oracle Solarisに最適な高可用性プラットフォームを提供することで、その対応範囲を

単一ノードからマルチシステムやマルチサイト、さらにはグローバルなディザスタ・リカバリ・ソ

リューションへと拡大します。また、Oracle DatabaseやOracle Applicationsの実行プラットフォー

ムを含む企業ITの運用を、考えられるすべての状況で継続するための包括的で堅牢な機能を提供し

ます。Oracle Solaris Clusterは、従来型の環境と仮想化環境において、単一システムとマルチシ

ステムに対応した総合的な高可用性（HA）機能とディザスタ・リカバリ（DR）機能を提供します。

堅牢で成熟したソリューションであるOracle Solaris Clusterでは、そのデプロイ方法とサポート

するテクノロジーを極めて柔軟に選択できます。 
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Oracle Solaris Clusterは、ポイント製品のHA機能とは違い、ソリューション・スタック全体を連

携させて依存性を取りまとめることで、高速かつ信頼性の高いフェイルオーバーとリカバリを実現

します。Oracle Solaris Clusterは、オラクルのSun SPARC® EnterpriseサーバーやSun x86サーバー

などの各種サーバーと、Sunストレージなどのストレージ・ソリューション、多数のネットワーク・

テクノロジーをサポートします。システムを組み合わせて、最大16のサーバーまたはノードからな

るクラスタを構成でき、アプリケーションを変更することなく、Oracle Solaris Cluster環境で実

行します。クラスタ・リソースは統合管理環境から管理できます。 

Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solarisの仮想化製品と連携することで、障害検出とリカバリ

を迅速化し、複数のファイル・システムをサポートし、ローカルやキャンパス、都市圏、またはさ

らに広範囲でのフェイルオーバー手順を自動化します。Oracle Solaris Clusterは、最高の信頼性

を実現するため、Oracle DatabaseやOracle Applicationsだけでなく、他のベンダーによる主要ア

プリケーションを使用して幅広くテストされています。Oracle Solaris Clusterは、Oracle Real 

Application Clusters（Oracle RAC）と統合されており、ディザスタ・リカバリにはOracle Data Guard

を利用します。Oracle Solaris Cluster Geographic Editionは、特定の場所で障害が発生した場合

に、企業ITサービスへの影響を最小化します。 
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はじめに 

「eBayのITインフラストラクチャは、1秒あたり2,000ドル相当の製品取引をサポートしています」1 

- eBay、グローバル・データセンター戦略および運用担当シニア・ディレクター、Dean Nelson 

グローバル経済においてはいかなる停止時間も許されず、24時間365日が必要条件となっています。

ITで停止時間が発生すると、売上損失や顧客損失、企業の評判の低下、システムやサイトの停止中

は職務を実行できない人々への賃金といった代償がもたらされます。また、システムが稼働状態に

なった後も、遅れを取り戻すためにさらなる時間が必要です。 

 

図2：ITソリューション・スタックに障害が発生する原因2 

しかし、ITシステムに計画停止時間と計画外停止時間が伴うことは避けられない事実です。パッチ

やアップグレード、オペレーター・エラー、システムおよびソフトウェアの障害、セキュリティの

問題、人災や自然災害などのすべてが事業継続能力に影響を与えます。高度にネットワーク化され、

階層化されたソリューション・スタックの複雑さを考慮に入れると、アプリケーション・サービス

の実行を継続することは困難であると思われます。 

-------------------------------------------------- 
1 ZDNet、Melanie Kaplan、2010年8月18日zdnet.com/blog/btl/ebay-datacenter-chief-dean-nelson-we-are- living-moores-law/38127?tag=nl.e539 

2 Forrester Research、Stephanie Balaouras、Disaster Recovery Journal、2009年冬号

www.drj.com/index.php?option=com_content&task=view&id=2407&Itemid=419&ed=49 
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一部のクリティカル・アプリケーションはビジネスと深く結びついているため、何らかのコンポー

ネントが遮られると、いくつもの中断が生じ、最終的にビジネス・プロセスが完全に断絶される可

能性があります。たとえば、データベース・オペレーターが誤ったコマンドを入力することで、カ

スタマ・リレーションシップ・マネジメント（CRM）システム全体が停止する可能性もあります。こ

の場合、問題の診断と解決が行われる間、顧客情報を手動で記録する必要があります。その後、企

業は通常業務を継続しながら、このデータを正確かつセキュアに入力するという難題とそのコスト

に直面しなければなりません。加えて、CRMシステムは、注文入力、マーケティング、在庫管理、出

荷などの企業データベースに依存していることがよくあります。1つの層に含まれる1つのコンポー

ネントに発生した障害が、ビジネス・インフラストラクチャ全体に連鎖的に波及する可能性もあり

ます。 

政府や業界のグループは、グローバル経済や市民生活に対するITの重要性を認めています。サーベ

ンス・オクスリー法やバーゼルII規制、医療保険の相互運用性と説明責任に関する法律（HIPAA）、

グラム・リーチ・ブライリー法、およびその他の業界規制や各国規制では、リスク管理の実践が不

十分、あるいは存在しない企業に対する違約金が引き上げられています。現代社会ではITが重要な

役割を担っているため、その継続性計画を求める声が上がっています。ビジネス継続性は包括的な

領域であり、ITサービスの高可用性（コンポーネントの障害時にもサービスまたはアプリケーショ

ンを継続する）や、大規模な問題や自然災害からビジネスを回復させるディザスタ・リカバリ（DR）

を含んでいます。 

表1：停止時間の割合 

稼働時間の割合 停止時間/週 停止時間/年 例 

90% 16時間48分 36日間 週次のオフライン・バックアップ 

99% 100分 87.5時間 週次のオフライン・ソフトウェア保守 

99.9% 10分 8時間45分 週次の再起動（1回）、または年次のオフライン・バックアップ（1回） 

99.99% 1分 0時間52分 年次のオフライン・バックアップ（1回）、または高速スイッチオーバー（数回） 

99.999% 6秒 0時間5分 年次の再起動（1回） - 推測 

 

ディザスタ・リカバリとビジネス継続性計画では、ビジネス・ユーザーとIT管理者は、その他のア

プリケーションに影響する可能性のある相互依存性を考慮に入れて、アプリケーション・サービス

の各コンポーネントに対してリカバリ時間目標（RTO）とリカバリ・ポイント目標（RPO）を決定す

る必要があります。 

RTOとRPOを分析する際は、コストと既存機能を考慮する必要があります。 

 RTOは、収益損失などの容認できない損失を避けるために、どのくらい素早くアプリケーションを

利用可能な状態にして、業務を回復する必要があるかによって決まります。 

 RPOは、ビジネス・アプリケーションとサービスが利用できなくても容認されると思われる時間の

長さです。 

たとえば、損失が許されるデータは1時間まで（RPO）であり、事業のITサービスは2時間以内（RTO）

にオンライン状態を回復する必要があると決める企業もあるでしょう。 



Oracleホワイト・ペーパー - Oracle SolarisおよびOracle Solaris Cluster：ビジネス継続性のためのOracle Solarisの拡張 

 

5 

IT業界の分析企業によると、ITシステムの停止時間が企業にもたらす損失は、平均で1時間あたり

84,000～108,000ドルに上り、これには評判や顧客ロイヤルティへのダメージは含まれていません。
3 

従来型ソリューションのコンポーネント 

アプリケーションごとにRTOとRPOを決めたら、これらの目標を達成するために適切なレベルの可用

性を実装します。ビジネス継続性とディザスタ・リカバリに対する従来型のソリューションでも、

多数のアプリケーション・コンポーネントに対応できます。 

テープ・バックアップ 

テープ・バックアップは今でも広く使用されており、まれにしか変更されないデータの高可用性は

実現しますが、アプリケーション・サービスの高可用性は提供しません。テープ・バックアップは

特定の時点でのデータ・インスタンスを取得するため、この時点から次のバックアップまでの間に

作成されたデータは、障害が発生すると失われる可能性があります。したがって、このデータはリ

ストアする必要がありますが、データ量によっては何時間も何日もかかる場合があります。その結

果、オフサイトのテープ・バックアップを使用して、意欲的なRTOやRPOを達成できることはほとん

どありません。一般的にテープに向いているのは、長いリカバリ時間やリカバリ・ポイントが許さ

れる、データ・アーカイブなどのビジネスおよびアプリケーションです。 

ローカル・クラスタリング 

リカバリ時間やRPOを最小化する必要のあるビジネスやアプリケーションには、高可用性クラスタな

どの、より積極的な戦略が必要になります。クラスタは緊密に結合されたコンピューティング・ノー

ドの集合であり、データベース・サービス、Webサービス、ファイル・サービスを含むアプリケーショ

ン・サービスに対して単一ビューを提供します。Oracle Solaris Clusterを使用して実装されたク

ラスタには、再起動、フェイルオーバー、スケーラビリティ・サービスや、モジュール式の拡張、

要件の変化に対応する柔軟性、フォルト・トレラント・システムよりも低いエントリ価格など、い

くつもの利点があります。さらに、クラスタ内の個別サーバーに対する計画停止時間の管理が簡単

になり、DR機能に対する基盤を形成できます。 

ローカル・クラスタには2台以上の物理マシン（ノード）が含まれ、共通ディスク・ストレージや論

理IPアドレスを共有できます。いずれかのノードでエラーが検出されると、クラスタ・ソフトウェ

アは、クラスタ化されたサービスをセカンダリ・マシンにスイッチオーバーします。Oracle Solaris 

Clusterは、アプリケーション層からストレージ層にわたるフェイルオーバー保護により、今日の複

雑なソリューション・スタックのための高可用性を提供します。 

-------------------------------------------------- 
3 IT-Director.com、Alan Arnold、2010年4月6日 www.it-director.com/business/costs/content.php?cid=12043 
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キャンパス・クラスタおよびメトロ・クラスタと広域のフェイルオーバー 

次のレベルの可用性では、クラスタを別の部屋またはキャンパス内全体に拡張します。ディザスタ・

リカバリ・インフラストラクチャを計画する場合の注意点は、ローカル・クラスタリングが単一デー

タセンターでのアプリケーションやオペレーティング・システム、またはハードウェアの障害発生

時に、確かなレベルで連続的なサービス可用性を提供するものの、サイト・レベルの障害耐久力は

提供しないことです。キャンパス・クラスタリングを使用すると、ノードや共有ストレージなどの

コンポーネントを最大で400km離れた場所に配置できます。洪水、火事、建物の停電など、局地的な

災害が発生した場合、障害が発生したノードのサービスを稼働継続中のノードでサポートできます。

このソリューションはサイト・レベルの耐久力をいくらかは提供しますが、対応距離が短いため、

地震や電力網の停止などの大規模災害時にクラスタとサービスが稼働を継続できる可能性は制限さ

れます。Oracle Solaris Cluster Geographic EditionはOracle Solaris Clusterを拡張したもので

あり、長距離にわたって限られた帯域幅を使用する際に求められる制御と柔軟性を提供します。 

Oracle Solaris Clusterによるビジネス継続性 

「Oracle Solaris Clusterはエンド・ツー・エンドのソリューションです。まとまりのある統合ソ

リューションを構築するために、さまざまなサプライヤからコンポーネントを寄せ集める必要はあ

りません。また、Oracle Solaris Clusterテクノロジーと相性の良いOracle Solaris Containersが

ワークロードの統合をサポートしてくれます。ビジネス継続性が総合的にサポートされ、別のワー

クロードを再起動する必要があるときも、進行中のビジネス・プロセスに影響を与えることなく、

アプリケーションの実行を継続できます」 

- Liverpool Direct、エンタープライズ・アーキテクト、Frank Oakley 

Oracle Solarisによって包括的な信頼性機能は提供されていますが、Oracle Solaris Clusterは、

これを大幅に上回る機能を提供します。可用性に優れたOracle Solaris Clusterは、通常であれば

アプリケーションやサービスの停止を招く障害の発生時にもクラスタの稼働を継続することで、

データやアプリケーションへのほぼ連続的なアクセスを実現します。ハードウェアやソフトウェア、

またはネットワークで単独の障害が発生しても、クラスタの障害の原因とはなりえません。コスト

効果の高い高可用性ソリューションには柔軟性が求められます。Oracle Solaris Clusterを利用す

ると、顧客は高可用性とハードウェアの適切な組合せを予算内で決定できます。 

Oracle Solaris Cluster 

24時間365日稼働する今日のグローバル経済では、エンタープライズ・アプリケーションを実行し続

けることの重要性が増しており、さらにそれがかつてないほど複雑化しています。表1に示したとお

り、"常時有効"な可用性では、計画外停止は言うまでもなく、計画保守のための時間もありません。

政府による規制、企業の財務目標、新しいビジネス・チャンスをつかむために進化し続ける要求に対

応するには、ITシステムが常に利用できる状態であることが必要です。しかし、今日の複雑化した

ソリューション・スタックと独自のビジネス要件が、ITシステムの可用性を妨げる要因となってい

ます。 
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Oracle Solaris Clusterを使用することで、組織は可用性の高いアプリケーション・サービスを提

供しやすくなります。Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solarisを拡張することで、ホストする

アプリケーションの可用性を向上します。Oracle Solaris Clusterは、エージェントと呼ばれる特

定の統合モジュールを介して、複数の商用アプリケーションやオープンソース・アプリケーション

を即座にサポートします。エージェントは、アプリケーションを監視して、正しく動作しているか

どうかを把握し、問題を検出した場合は対策を取ります。Oracle Solaris Clusterエージェントに

よって強化された可用性のメリットを得るために、アプリケーションを変更する必要はありません。

アプリケーションは、物理システムや各種の仮想環境（Oracle VM Server for SPARC、動的ドメイ

ン、Oracle Solaris Containers）にあるOracle Solaris上で直接実行できます。 

デバイス、ファイル・システム、ネットワークなどのOracle Solarisコア・サービスは、緊密に結

合されたクラスタ全体を通じてほぼシームレスに連携します。既存のアプリケーションに対する

Oracle Solarisの互換性を完全に維持したOracle Solaris Clusterは、グローバル・ファイル・サー

ビスやグローバル・ネットワーク・サービス、グローバル・デバイスに対する共有アクセスを透過

的に管理します。ファイル・サービスやネットワーク・サービスなどのコア・サービスと仮想化に

対する可用性が向上するため、高可用性や局所的な障害の封じ込め、高速フェイルオーバーといっ

たメリットを、Oracle Solaris向けに作成された既存アプリケーションで実現できます。 

Oracle Solaris Clusterフレームワークは、管理を簡素化することで、TCOの削減にも貢献します。

複数ノードにまたがるリソースを共有して、1つのコンソールから管理できます。システム管理ツー

ルやOracle SolarisのOSコマンドには、クラスタ内のどのシステムからでもアクセスできます。 

管理者は特定のニーズを満たしたり、状況の変化に対応したりするため、オンライン状態のままで

ノードの追加や削除を実行できます。 

Oracle Solaris Clusterは、スケーラブル・サービスとHA（フェイルオーバー）サービスの両方に

対応しており、拡張してDR機能サービスを提供することも可能です。Oracle Solaris Clusterの機

能はクラスタ内の複数ノードをサポートしており、同時ユーザーの増加に対応できますが（スケー

ラブル・サービス）、この機能は本書の対象外です。 

次に、Oracle Solaris Clusterのおもな機能と利点をまとめます。続いて、それぞれについて詳し

く説明します。 

 高可用性フレームワーク：ノード障害を迅速に検出し、クラスタ内の別のノード上のリソースを

アクティブ化します。このフレームワークには、クラスタ・メンバーシップ・モニターが含まれ

ます。クラスタ・メンバーシップ・モニターは、クラスタ・インターコネクト経由でメッセージ

を交換する、分散されたアルゴリズムおよびエージェントのセットであり、一貫したメンバーシッ

プ・ビューの適用、再構成の同期、クラスタのパーティショニングの処理、すべてのクラスタ・

メンバーでの完全な接続性の維持を支援します。 

 仮想化のサポート：Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solaris Containers、Oracle VM Server 

for SPARC、動的ドメイン（Sun SPARC Enterprise Mシリーズ・サーバーで利用可能）といったオ

ラクルの仮想化ソフトウェアに対して包括的なサポートを提供します。そのため、サーバー統合

作業のための柔軟なHAが可能になります。アプリケーションを変更することなく仮想環境内で実

行できます。 
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 グローバル・デバイス、グローバル・ファイル、グローバル・ネットワーク：グローバル・デバ

イス、グローバル・ファイル、グローバル・ネットワーク・インタフェースをすべてローカル・

リソースとして表示できます。これにより、物理的に接続されていないデバイスでも、クラスタ

内の別のノードに接続されていれば、クラスタ・ノードからアクセスして利用できます。これら

の機能により、リソースの可用性が向上し、管理が簡単になります。 

 柔軟なストレージのサポート：Oracle Solaris Clusterでは、SunストレージやSun以外のストレー

ジで、FC、SCSI、iSCSI、NASストレージなどの各種ストレージ・テクノロジーを組み合わせて利

用できます。広範なファイル・システムとボリューム・マネージャもサポートされます。 

 高可用性のOracle Solaris ZFS：事実上無制限のZFSのスケーラビリティを備えたOracle Solaris 

Clusterは、優れた可用性、データ整合性、データ量の増加に対応する柔軟性を備えたファイル・

システム・ソリューションを提供します。 

 コンポーネントの監視：アプリケーション・プロセス、ディスク・パスの整合性、ネットワーク可

用性について、広範囲にわたって監視を実行します。たとえば、すべてのディスク・パスを監視し

て、複数のパスに障害が発生した場合に、ノードが自動的に再起動されるように構成できます。 

 Oracle RAC 10gおよび11gの統合と管理：自動インストールおよびウィザードを使用した構成によ

り、Oracle Solaris Clusterを使用するOracle RACをより迅速に設定できます。特定のOracle RAC

統合ポイントを利用することで、連携が改善され、管理が簡単になります。 

 フェイルオーバー・エージェントとスケーラブル・エージェント：オラクルやサード・パーティ

のアプリケーションがOracle Solaris Clusterの機能を十分利用できるようにするためのソフト

ウェア・プログラムです。 

 クラスタ認識型アプリケーション：Oracle Real Application Clustersソフトウェアなど、Oracle 

Solaris Clusterシステムについて直接把握するサード・パーティ・アプリケーションです。 

 予測的自己修復とフェイルファースト：Oracle Solaris Clusterは、予測的自己修復を利用して、

アプリケーションとシステムの状態を監視します。フェイルファーストは、正しい動作を継続す

るための健全性を欠いたコンポーネントを停止します。 

 保護グループ：Oracle Solaris Clusterを利用すると、管理者は、まとめて管理する必要のある

リソースのグループを定義することで、関連するアプリケーションやデータに対する起動やフェ

イルオーバー、停止をシームレスに実行できます。 

 高可用性のプライベート・インターコネクト：Oracle Solaris Clusterは、クラスタ・ノード間

のプライベート通信チャネルを確立するため、複数種類のインターコネクト・テクノロジーをサ

ポートしています。Oracle Solaris Clusterは、複数のインターコネクトを管理することで、プ

ライベートのノード間通信の高可用性を維持し、パフォーマンスを向上します。 

 管理ビューの統一：Webベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を使用するこ

とで、すべてのクラスタ・コンポーネントを簡単に監視、管理できるようになります。また、ク

ラスタ内の任意のノードでコマンドライン・インタフェースを使用できます。GUIベースのウィ

ザードは、構成操作を簡素化します。 

 認定アプリケーションのサポート：Oracle Solaris Clusterは、ローカル・クラスタとDRソリュー

ションを含めて、Oracle DatabaseやOracle Applications、Sunサーバー、Sunストレージ、接続

性ソリューションとともに厳密なテストを経て認定されています。また、Oracle Solaris Cluster

は、どの競合他社よりも多くのSolarisアプリケーションをサポートしています。 
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 マルチサイトのディザスタ･リカバリ：Oracle Solaris Cluster Geographic Editionは、離れた

場所にあるアプリケーション・サービスとデータの可用性を、距離の制限なく管理します。 

 拡張性：Oracle Solaris Clusterは、公開されたAPIや文書化されたAPI、汎用サービス・テンプ

レート、グラフィカル・エージェント・ツールキットを介して、その他のアプリケーションやテ

クノロジーの可用性を向上する機能を提供します。 

はじめに - 基本的なクラスタリング 

業界のベスト・プラクティスでは、ビジネス・アプリケーションやビジネス・サービスがシングル・ポ

イント障害からリカバリできる必要があるとされています。Oracle Solaris Clusterは、簡単に言うと、

アプリケーション、ミドルウェア、オペレーティング・システム、サーバー、ストレージ、ネットワー

ク・インターコネクトを含むクラスタ・コンポーネントの状態を監視します。何らかの障害が発生する

と、ポリシー・ベースの、アプリケーション固有のリカバリ・アクションを実行します。リカバリは、

冗長インフラストラクチャやインテリジェント・ソフトウェア・アルゴリズムによって有効になります。 

 

図3：Oracle Solaris Clusterのサーバー・フェイルオーバー 

物理的な観点から言うと、Oracle Solaris Clusterシステムは単一エンティティとして連携する2つ以

上のサーバーで構成されており、これらが協調して、アプリケーション、システム・リソース、デー

タをユーザーに提供します。通常、各サーバーにある程度の冗長性があります。ストレージは高可用

性の冗長ディスク・システムに収容され、場合によってはミラー化されます。これにより、単一ディ

スクやストレージ・サブシステムでサービスの割込みが発生した場合のデータ・アクセスがサポート

されます。サーバー、コントローラ、またはケーブルで障害が発生した場合にデータが分離されない

ようにするため、ディスク・システムへの接続は冗長化されています。高速な冗長プライベート・イ

ンターコネクト・システムによって、サーバー・セット全体のリソースに対するアクセスが提供され

ます。 

パブリック・ネットワークへの冗長接続によって、各ノードが複数のパス経由で外部システムにアクセス

できます。このため、ネットワーク接続やノードに障害が発生しても継続したアクセスが確保されます。 

Oracle Solaris Clusterシステムの設計上の鍵となるのは、ハードウェアやソフトウェア、ストレー

ジ、ネットワーク上の単一障害がクラスタの障害を引き起こすことがない点です。Oracle Solaris 

Clusterシステムは、ハードウェアの冗長化、ハードウェアとソフトウェアの障害検出、サービス・

リカバリの自動化、アプリケーション・フェイルオーバーを通じて、サービスの中断を防止します。

また、クラスタ内のすべてのサービスを1つのビューから管理できます。クラスタ全体を1つのエン

ティティとして管理できるため、エラーが発生するリスクを軽減できます。 

Oracle Solaris Clusterテクノロジーは複数のテクノロジー・コンポーネントに依存しており、そ

れぞれが重要な役割を果たすことで、適切なサーバーをクラスタに組み込んでいます。 
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 ハートビートは、プライベート・インターコネクト経由でクラスタ内のサーバー（またはノード）

を監視します。サーバーのいずれかがオフラインになってハートビートが停止すると、クラスタ

内の残りのデバイスはそのサーバーを分離して、障害が発生したノードのアプリケーションまた

はデータを別のノードにフェイルオーバーします。このフェイルオーバー・プロセスは迅速に実

行され、システムのユーザーに対して透過的に処理されます。 

 メンバーシップはクラスタ全体を通じて一貫した方法でハードウェア・サーバーを組み込み、グ

ローバル・ファイル・システムやリソース・グループ管理（詳しくは後述）など、その他のレイ

ヤーの再構成を取りまとめます。 

 HAフレームワークは、クラスタ内の各ノードがクラスタの構成とステータスに関して一貫した

ビューを維持できるようにします。ノード間のメッセージ配信/応答はアトミックな方法で処理さ

れます。この方法では、配信障害、ノード・メンバーシップ、ソフトウェア・リビジョン・レベ

ルによってローリング・アップグレードが実行されます。 

Oracle Solaris Clusterには、障害の発生しているクラスタ・ノードを検出して分離し、封じ込め

る機能があります。これは、堅牢なカーネル・ベースのメンバーシップ・モニターを使用して実行

されます。すべてのノードから、それぞれのプライベート・ネットワーク上の各ピアに対して、低

レベルのData Link Provider Interface（DLPI）パケットが1秒に1回送信されます（ハートビート）。

これらのパケットはカーネル割込みのコンテキストで送信されるため、システム負荷のピーク時の

リジリエンス（耐障害）が大幅に向上します。タイムアウト期間内に特定のパスを介したハートビー

ト・メッセージがノード間のラウンドトリップを完了しない場合にのみ、2つのノード間のネット

ワークまたはパスがダウンしたと宣言されます。 

論理的な観点から見ると、Oracle Solaris Clusterは一連のノードで構成されており、それぞれが

独自にOracle Solarisのコピーを実行し、プライベート・インターコネクトを介して通信します。

高速メッセージング機能を利用して、緊密に結合されていながら可用性の高いクラスタを構築する

と、ドメインでメモリを共有する必要がなくなります。完全な分散アルゴリズムを使用することで、

クラスタはすべてのメンバーの状態を絶えず監視します。障害の発生したドメインのクラスタへの

参加は、データ破損の可能性を完全に防ぐために迅速に防止されます。 

データの可用性 

Oracle Solaris Clusterは、データの可用性を提供し、データ整合性を確保する幅広いファイル・

システムとサービスをサポートします。 

 フェイルオーバー・ファイル・サービスは、グローバルでないファイル・システム構成に高可用

性を提供するサービスであり、単一ノード・アプリケーションに適しています。一般に、フェイ

ルオーバー・サービスを作成する場合、可用性の高いローカル（フェイルオーバー）ファイル・

システムを1つ以上構成して、サービスに関連するデータを格納する必要があります。Oracle 

Solaris Clusterは、ローカル・マウントされたUFS、VxFS、QFS、ZFSを使用したフェイルオーバー・

ファイル・サービスをサポートしており、ローカル・ファイル・システムが提供するパフォーマ

ンス・タイプに可用性を組み合わせます。 
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 グローバル・ファイル・サービスは、共有ストレージ・デバイス（1つ以上のドメインに物理接続

されたストレージ）を使用することで、クラスタ・システム内の任意のノードで稼働するアプリ

ケーション・サービスから高い可用性でデータにアクセスできるようにします。グローバル・ファ

イル・サービスは1箇所から簡単に管理できるため、使いやすさが向上します。アプリケーション

構成データをグローバル・ファイル・サービスに格納すると、障害が発生したアプリケーション・

インスタンスを迅速にリカバリできます。グローバル・ファイル・サービスはUFSとVxFSで利用で

き、次を含みます。 

 クラスタ・ファイル・システムは、複数のマシンから同じファイル・システムに対して同時

に読取りと書込みを行う機能が必要なクラスタ・アプリケーションをサポートするために使

用されます。クラスタ・ファイル・システムとグローバル・ファイル・システムはいずれも、

クラスタ内の複数ノードからファイル・システムへの同時アクセスをサポートするファイ

ル・システムです。Oracle Solaris Clusterにおける具体的なクラスタ・ファイル・システ

ム実装として、プロキシ・ファイル・システム（PxFS）があります。PxFSは、可用性が高く、

キャッシュ一貫性を備えた分散ファイル・システムであり、POSIXとの互換性があります。もっ

とも一般的なPxFSのユースケースは、汎用ファイル・システム・ワークロードのサポートで

す。PxFSは単一マシンのファイル・システムを拡張して、クラスタ内全体で使用できるように

します。PxFSは現在、基盤となるファイル・システムとしてUFSとVxFSをサポートしています。

このサポートを有効にするためにVxFSファイル・システムに加えられた変更はありません。パ

フォーマンスを向上するため、UFSには限られた数のインタフェースが追加されています。クラ

スタ・ファイル・システムのもう1つの主要目標は、このクラスタ・ファイル・システムの管理

をできる限り単一マシンのファイル・システムに近づけて、管理を簡単にすることです。もう1

つの重要な機能は、ファイルに対してクラスタ・レベルの名前空間を提供することです。 

 共有QFSファイル・システムは、Oracle RACをサポートします。Solaris Clusterの実装内で共有

QFSファイル・システムを使用すると、Oracle RACのデータとバイナリを格納するための新しいオ

プションを使用できます。物理ディスク・ボリュームやOracle Automatic Storage Management

（Oracle ASM）ソフトウェアとは異なり、共有QFSファイル・システムに格納されたデータは、標

準のOracle Solarisコマンド（ls、df、du、tar、cpioなど）を使用して表示、アクセスでき

ます。共有QFSは大容量の高速ファイル・システム・リカバリやボリューム管理を提供し、ページ

ングI/Oと直接I/Oをサポートします。Oracle RACデータファイルに使用される共有QFSファイル・

システムのパフォーマンスは、同等の物理ディスクやOracle ASM構成とほとんど同じです。 

また、データの冗長化要求に対応し、ミラー化機能を通じて障害からデータを保護するため、Oracle 

Solaris Volume Manager、Oracle ASM、Veritas Volume Manager、ZFSストレージ・プールがサポー

トされています。フェイルオーバー・ファイル・システムおよびブート・ファイル・システムとし

てOracle Solaris ZFSがサポートされるため、単一のファイル・システム・タイプとしてZFSストレー

ジを使用できます。Oracle Solaris ZFSファイル・システムには、ファイル・システム機能とボリュー

ム・マネージャ機能の両方が含まれます。zpoolはZFSボリューム・マネージャのコンポーネントで

あり、1つのzpoolが複数のファイル・システムをサポートします。 
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データ整合性 

クラスタ・ノードはデータおよびリソースを共有するため、同時にアクティブになる別々のパーティ

ションにクラスタを分割することはできません。アクティブ・パーティションが複数存在すると、

データ破損の原因となる可能性があります。Oracle Solaris Clusterは、オプションのフェンシン

グとクォーラムを適用することで、データ整合性を保護します。障害が発生したノードがクラスタ

内で検出されると、Oracle Solaris Clusterはディスク・フェンシングを使用して、クラスタ化さ

れたデータにノードが再びアクセスしないように防止します。Oracle Solaris Clusterでは、スト

レージ・デバイスごとにフェンシング・プロトコルを選択できます。 

プライベート・インターコネクト間のすべてのパスで障害が発生し、クラスタが複数のパーティショ

ンに分割されるような複雑な状況の場合、Oracle Solaris Clusterは、クォーラム・テクノロジー

を使用してパーティションやスプリット・ブレインを解決し、データ整合性を保護します。また、

クォーラムはデータ破損につながるような古い構成の使用を検出して拒否することで、アムネジア

の発生を防止します。使用するストレージとシステム・トポロジに合わせてクォーラム機能を調整

すると、ディスク・ベースのクォーラムやソフトウェア・クォーラムなどのソリューションを有効

化できます。Oracle Solarisが提供するクォーラム・デバイス・プロトコルでは、さまざまな種類

のディスク（大容量の2TBディスク・ドライブ、SATA、SSDなど）をクォーラム・デバイスとして使

用できます。すべてのクォーラム・デバイスは、可用性向上のため継続的に監視されます。 

アプリケーションの可用性 

データ・サービスはクラスタ上で実行されるアプリケーションであり、開始、停止、監視機能を提

供するエージェントを介して高可用性を実現しています。データ・サービスは、クラスタ内で同時

に実行される1つ以上のアプリケーション・インスタンスです。アプリケーション・インスタンスを

実行するノードに障害が発生すると、ロードバランシング・ポリシーに基づいて、1つの稼働中ノー

ドでアプリケーションが再起動されるか、または複数の稼働中ノード間で負荷が再分散されます。

これらのアプリケーションはクラスタ内の同じ管理下で実行されるため、管理しやすくなっています。 

Oracle Solaris Clusterは、これらすべてに対応した、堅牢で拡張可能なフレームワークを提供し

ます。もっとも重要なSolaris Cluster機能の1つであるリソース・グループ・マネージャは、リソー

ス・グループ内に格納されたサービスの開始、停止、監視を厳密に制御します。強力な制御性を提

供することで、リソース・グループ・マネージャは、サービスが元の場所で停止される前に別の場

所で開始されることのないように徹底します。リソース・グループ・マネージャは、分散アプリケー

ションのインスタンスを複数のクラスタ・ノードにインストールしてオンラインやオフライン状態

にする手順を1つだけ提供することで、時間を節約し、分散アプリケーションに付随する複雑さを軽

減します。リソース・グループ・マネージャはOracle Solarisサービス管理機能（SMF、Oracle Solaris

の項で説明）と緊密に統合されており、SMFのリカバリ管理機能を利用しています。 

Oracle Solaris Clusterは、オラクルや独立系ソフトウェア・ベンダーが提供する幅広いデータ・

サービスをサポートしています。オラクルが直接サポートするデータ・サービスは次のとおりです。 
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表2：Oracle Solaris Clusterでサポートされるアプリケーションとサービス 

カテゴリ 利用可能なアプリケーションまたはサービス 

Oracle Oracle Application Server、Oracle Communications Messaging Exchange ServerおよびEnterprise 

Mobility Server、Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition Plus、Oracle E-Business Suite、

Oracle Database、Oracle RAC、Oracle WebLogic Server、Oracle Grid Engine、Oracle TimesTen、Oracle 

Solaris Containers、Oracle VM Server for SPARC、PeopleSoft、PostgreSQL、Siebel CRM、MySQL 

Server、MySQL Cluster 

Webおよびインフラストラクチャ Apache Proxy Server、Apache Tomcat、Apache Web Server、Dynamic Host Configuration Protocol

（DHCP）、Domain Name Service（DNS）、NFS、Kerberos、Samba 

エンタープライズ・アプリケーション Agfa IMPAX、IBM Informix、IBM WebSphere Message Broker、IBM WebSphere MQ、SAP、SAP 

liveCache、SAP MaxDB、SAP Enqueue Server、Sybase ASE 

金融サービス SWIFTAlliance Access、SWIFTAlliance Gateway 

*追加製品を計画中。最新情報については、Oracle Solaris Clusterの機能に関するページを参照し

てください。4 

ネットワークの可用性 

Oracle Solaris Clusterは、ローカル障害の監視用と障害の発生したネットワーク・アダプタから

他のアダプタへの自動フェイルオーバー実行用のパブリック・ネットワーク・インタフェースとし

て、Oracle Solaris IPネットワーク・マルチパス（IPMP、詳しくは本書のOracle Solarisの項で後

述）を使用します。IPネットワーク・マルチパスを利用することで、サーバーの複数のネットワー

ク・ポートを同じサブネットに接続できます。IPネットワーク・マルチパス・ソフトウェアは、ネッ

トワーク・アダプタの障害や修復を検出することで、ネットワーク・アダプタ障害に対するリジリ

エンスを提供します。このソフトウェアは同時に、代替アダプタとのネットワーク・アドレスの切

替えを実行します。複数のネットワーク・アダプタを使用できる場合、IPネットワーク・マルチパ

スによって複数のアダプタに送信パケットが分散され、データ・スループットが向上します。 

スケーラブルなデータ・サービスを実現するため、リクエストはラウンドロビン方式のロードバラ

ンシング・スキームを通過します。これによって、クラスタ内で実行される分散アプリケーション

のさまざまなインスタンスに負荷がバランス良く分散されます。IPsecサービスとOracle Solaris 

Clusterのロードバランシング・サービスを組み合わせて使用することで、スケーラブルなデータ・

サービスのセキュリティをさらに強化できます。 

クラスタのプライベート・ネットワーク 

Oracle Solaris Clusterをインストールすると、clprivnet0と呼ばれる仮想ネットワーク・イン

タフェースが自動的に作成されます。この仮想インタフェースは、Oracle RACを含むOracle Solaris 

Cluster環境で実行される、すべてのアプリケーションに対して直接提供されます。この仮想インタ

フェースは、基盤となるクラスタの全プライベート・インターコネクト・インタフェースを透過的

に集約します。クラスタ・ノード間のパスに障害が発生すると、パスの再稼働が確認されるまでの

間、そのパスは自動的にトランクから削除されます。プライベート・インターコネクトを追加また

は削除する場合はオンラインからこれを実行でき、clprivnet0が自動的に変更を確認します。 

-------------------------------------------------- 
4 www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris-cluster/overview/features-cluster-166765.pdf 
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最後に、clprivnetとOracle Solaris Clusterのハートビートを組み合わせることで、潜在的な

（Oracle）キャッシュ・フュージョン・トラフィックに対する通信リンクの状態をエンド・ツー・エ

ンドでテストできます。対照的に、IPMPソリューションでは、ping可能なリモート・ターゲットに

対するネットワーク・アダプタの通信機能のみがテストされ、アプリケーション・メッセージの受

信者であるホストが必ずしもテストされるわけではありません。 

clprivnet0機能は、Oracle Solaris Clusterに対して認定されたすべてのNICをサポートしています。

これには、100baseT、Gigabit Ethernet、10Gigabit Ethernet、InfiniBand NICが含まれており、ジャ

ンボ・フレームもサポートされています。さらに、特別なスイッチ機能（802.3adリンク・アグリゲーショ

ンなど）は必要なく、別のスイッチに対する各パスの接続もサポートします。2つのノードのみが存在す

る場合、イーサネット・ネットワークのノード間の直接接続がサポートされます。clprivnetインタ

フェースは、IPsecを使用して、クラスタのインターコネクト上にセキュアな通信を提供するように構成

できます。 

InfiniBand 

InfiniBandドライバは、Oracle Solaris 10 1/06リリースで追加されており、InfiniBandホスト・チャ

ネル・アダプタ（HCA）に対するサポートは、Sunサーバー・ライン全体で拡大されています。InfiniBand

は、最大でQuad Data Rate（QDR）または40ギガビット/秒の速度で実行可能です。理想的なのは2枚以

上のカードを使用することですが、現在のすべてのInfiniBandカードにはポートが2個あるため、最小

のOracle Solaris Cluster構成で必要なInfiniBand HCAは1枚のみです。InfiniBandはプライベート・

ネットワークやパブリック・ネットワークに加えて、ストレージ・インターコネクト上で使用できま

す。 

仮想化とOracle Solaris Cluster 

「私たちはSolaris Clusterを使用してシステムの高可用性を維持することで、競技結果をリアルタ

イムで提供できるようにしています。Solaris Containersを使用してIDSアプリケーションを完全に

仮想化したことで、バックアップ・プロセスを簡素化し、セキュリティを強化するとともに、将来

の競技に向けた統合とハードウェア・コストの節約に対する下準備が整いました」 

- 2010年オリンピック/パラリンピック冬季競技大会バンクーバー組織委員会（VANOC）、IT運用

およびセキュリティ担当ディレクター、Barry Caswell 
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Oracle Solaris Clusterのクラスタ・ノードには、物理サーバーとブレードに加えて、Oracle VM 

Server for SPARCやOracle Solaris Containers、動的ドメイン（Sun SPARC Enterprise Server M

シリーズ・システムの一部モデルで使用可能）などの仮想化環境を使用できます。Oracle Solaris 

Clusterは、Oracle Solaris Containers仮想化ソフトウェアを含めて、幅広い仮想化をサポートし

ます。Oracle Solaris Clusterはこれらの仮想化環境を利用して、同じサーバー内の複数アプリケー

ションを統合し、リソース利用を最適化します。 

Oracle Solaris Containers 

Oracle Solaris Containersパーティション化テクノロジーは、Oracle Solarisの仮想化機能の1つ

です。Oracle Solaris Containersクラスタは仮想クラスタであり、クラスタ化されたマシン間でア

プリケーションを完全に分離して実行します。複数のOracleアプリケーションやサード・パーティ・

アプリケーションとデータベース・バージョンを1つの物理クラスタに統合すると、セキュリティの

分離やリソース管理、委任管理、障害分離などのOracle Solaris Containersの利点を活用しながら、

大幅に低いコストで信頼性の高い統合サービスを構築できます。 

 

図4：ゾーン・クラスタまたはコンテナ・クラスタ5 

Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solaris Containersで構成された複数の仮想クラスタを作成で

きるようにすることで、Oracle Solaris Containersとの高度な統合を提供します。ゾーン・クラス

タとも呼ばれるこの機能は、ハードウェアのコンピューティング・リソース利用率を最適化し、ソ

フトウェア支出の大幅な削減を可能にします。CPU使用率に上限を設定できるOracle Solaris 

Containersの仮想ノードに基づいて、完全に分離された仮想クラスタ内で各アプリケーションが実

行されるため、必要なアプリケーション・ライセンス数とそのコストが削減されると同時に、可用

性の高い統合サービスが提供されます。これらのアプリケーションはOracle Solaris Containers内

で監視されます。アプリケーション・レベルの障害が検出されると、特定のアプリケーション・エー

ジェントに定義されたポリシーに基づいて、リカバリを実行できます。これらの仮想化機能を利用

することで、スケーラブルなフェイルオーバー・アプリケーションと関連するSolaris Clusterエー

ジェントを、変更することなくOracle Solaris Containers内で実行できます。 

Oracle Solaris Containersを使用する方法は、ゾーン・クラスタ以外に2つあります。 

 ブラック・ボックス・アプローチでは、コンテナが1つのリソースとみなされ、すべてのリソース・

-------------------------------------------------- 
5出典：『Oracle Solaris Cluster Essentials』、著者：Tim Read、2010年、Prentice Hall 
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グループが大域ゾーン内に構成されます。HAのSolaris Containersエージェントは、コンテナ全

体をスタンドアロン・ユニットとしてフェイルオーバーします。このモードでクラスタ・ソフト

ウェアが実行できるのは、コンテナの開始と停止、実行中かどうかの内部調査のみです。 

 ホワイト・ボックス・アプローチでは、コンテナがノードとして扱われます。この場合、同じコ

ンテナ内で複数のリソース・グループを実行し、個別にフェイルオーバーすることができます。

Oracle Solaris Clusterでは、あたかもコンテナが物理クラスタ・ノードであるかのようにアプ

リケーションを監視できるなど、きめ細かくOracle Solaris Containers内のリソースを管理でき

ます。 

Oracle Solaris Containersクラスタは、Oracle Solarisをベースとする最初で、かつ最も包括的な

HAソリューションであり、CPUコア利用数に基づくソフトウェア・ライセンス・モデルを適用可能で

す。Oracle Solaris Containersクラスタを利用することで、同じハードウェア・クラスタ内に共存

するアプリケーションとデータベースのコストを効果的に削減できます。 

Oracle VM Server for SPARC 

Oracle VM Server for SPARC（旧称Sun Logical DomainsまたはLDoms）は、Sun SPARC Enterprise T

シリーズ・サーバーで提供される機能であり、1つ以上のOracle Solaris 10の仮想化インスタンス

を同じ基盤ハードウェア上で実行できるようにします。 

Oracle Solaris ClusterをOracle VM Server for SPARCと統合するには、2つの方法があります。フェ

イルオーバー・ゲスト・ドメインとして統合する場合、Oracle VM Server for SPARCは1つのスタン

ドアロン・リソースとして管理され、Oracle Solaris Cluster HAエージェントによって、全体で開

始、停止、フェイルオーバー、移行が実行されます（上記のブラック・ボックスと同様の方法）。

もう1つの方法ではノードとして管理されます（上記のホワイト・ボックスと同様の方法）。ゲスト・

ドメインで実行されるアプリケーションとそのリソースおよび依存性は、あたかも従来型のOracle 

Solaris Clusterハードウェア・ノードで実行されているかのように、個別に制御、管理できます。 

Oracle Solaris ContainersとOracle VM Server for SPARCについて、詳しくはOracle Solarisの項

を参照してください。 

動的ドメイン 

多数のSun SPARC Enterprise Mシリーズ・サーバーで利用できる動的ドメインは、電気的に分離さ

れたドメインを提供することで、CPUやメモリ、I/Oリソースの柔軟かつ動的な割当てを可能にしま

す（さらに柔軟性を高めるには、それぞれの動的ドメインでOracle Solaris Clusterを実行します）。

ドメインは電気的な方法で互いに分離されているため、同じシャーシ内の別のドメインで発生した

障害による影響から保護されます。 

シャーシ内の各ドメインは、完全に別々のOracle Solarisインスタンスを実行します。Oracle 

Solaris Clusterを使用すると、ドメインが同じシャーシ内にあるか別のシャーシにあるかに関係な

く、2つ以上のドメイン間に別個のクラスタを作成できます。これらのクラスタには独自のリソー

ス・グループ・マネージャが含まれ、リソース・グループ内のサービスが制御されます。 
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ディザスタ・リカバリ - キャンパスを超えるクラスタリング 

キャンパス・クラスタリングを使用すると、ノードや共有ストレージなどのコンポーネントを何十

kmも離れた場所に配置できます。洪水、火事、建物の停電など、局地的な災害が発生した場合、障

害が発生したノードのサービスを稼働継続中のノードでサポートできます。このソリューションは

サイト・レベルの耐久力をいくらかは提供しますが、対応距離が短いため、地震や電力網の停止な

どの大規模災害時にクラスタとサービスが稼働を継続できる可能性は制限されます。 

Oracle Solaris Clusterは、キャンパス内または都市圏にわたるフェイルオーバー手順を自動化す

ることで、局地的な問題によるサービス停止が広がらないよう制限し、人為的エラーを最小化する

とともに、リカバリ時間と総合的なサービス可用性を向上します。EMC SRDF、Hitachi Universal 

Replicator and TrueCopyなどのレプリケーション・テクノロジーに対応しています。また、Oracle 

Solaris ClusterはSVM、VxVM、ZFSを含むホスト・ベースのミラー化をサポートしており、ハードウェ

アRAIDもサポートします。 

メトロ・クラスタは波長分割多重（WDM）通信を使用して、従来のキャンパス・クラスタ構成を拡張

することで、最大で400kmにおよぶクラスタを構成し、堅牢なディザスタ・リカバリ・ソリューショ

ンを実現します。 

DRとGeographic Edition 

 

図5：Oracle Solaris Cluster Geographic Editionは、包括的なDR機能を提供します。 

災害の規模に関係なく実行を継続する必要のあるアプリケーションに対して、真のビジネス継続性

を提供するには、距離無制限の同期が必要です。Oracle Solaris Cluster Geographic Editionソフ

トウェアは、途切れることなく利用できるデータセンターの発展に新たな1歩をもたらします。

Oracle Solaris Cluster Geographic Editionは、Oracle Solaris Clusterを階層化して拡張したも

のです。Geographic Editionソフトウェアを利用すると、災害の発生時や計画手順の一環として、

プライマリ・クラスタからセカンダリ・クラスタへの本番サービスの移行を管理できます。クラス

タがサポートするアプリケーション・サービスのRPOに応じて、同期式または非同期式（もしくはそ

の組合せ）で、データは継続的にプライマリ・クラスタからセカンダリ・クラスタへレプリケート

されます。 
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Geographic Editionソフトウェアがサポートするデータ・レプリケーション・テクノロジーは増え

続けており、現在、StorageTek Availability Suite（AVS）ソフトウェア、Hitachi TrueCopy and 

Universal Replicator、EMC Symmetrix Remote Data Facility（SRDF）、Oracle Data Guard for Oracle 

Real Application Clusters、MySQLデータベース・レプリケーションが含まれています。統合DRソ

リューションの提供には、これらのすべてを利用できます。 

Oracle Solaris Cluster Geographic Editionは、プライマリ・サイトのクラスタからセカンダリ・

サイト（またはディザスタ・リカバリ・サイト）のクラスタへのサービス移行に対して、（自動的

ではなく）自動化されたメカニズムを提供します。各クラスタ上のアプリケーションの停止と開始、

レプリケーションの方向、処理の順番をユーザー定義に従ってまとめた、包括的なプロセスが円滑

化されます。これにより、データ・リカバリに関する意思決定（必要な場合は時間をかけて別のソー

スからデータを再構築する、または影響を受けていないアプリケーション層にあるログ・ファイル

を使用する、など）をその場で下すことができます。 

Oracle Solaris Cluster Geographic Editionは、計画停止におけるサービス継続も可能にします。

プライマリ・サイトで保守が必要な場合、サービスをセカンダリ・サイトに切り替えることができ

ます。作業が完了すると、クライアントへの影響を最小限に抑えたまま、サービスは元のプライマ

リ・サイトに切り替えられます。また、Oracle Solaris Cluster Geographic Editionを使用するこ

とで、本番環境への影響を最小化してDRの準備状況をテストできます。 

ディザスタ・リカバリ・ソリューションの柔軟性をさらに高めるため、Oracle Solaris Clusterに

はスクリプト・ベースのレプリケーション・モジュールが付属しています。開発者はこれを使用し

て、顧客環境のOracle Solaris Cluster Geographic Editionに特定のレプリケーション・テクノロ

ジーを統合できます。 

階層型Oracle ApplicationsとOracle Databaseに対応したHAおよびDRの単一ソリューショ

ン 

Oracle Solaris Clusterは、ローカル・データセンターのビジネス継続性を実現するHAソリューショ

ンと、発展を続けるデータセンター要件を満たすディザスタ・リカバリ・ソリューションを提供し

ます。このソフトウェアは、Oracle Solaris 10とSunサーバーの実績ある可用性および仮想化機能

を利用しており、データベース層とビジネス・ロジック層にまたがるエンタープライズ・アプリケー

ションに対して業界をリードするポートフォリオをサポートしています。 

 Oracle Solaris Clusterが提供するソフトウェア・エージェントは事前にテスト、認定されてお

り、Oracle WebLogic Server、Oracle E-Business Suite、Siebel CRM、その他多数の主要な市販

アプリケーションをサポートします。 

 Oracle Databaseとアプリケーションからなる環境で、Oracle Solaris Clusterは、幅広いネットワー

クおよびストレージ・オプション（InfiniBand、ASM、NAS、QFSなど）とハードウェアを入念にテス

トされた構成でサポートすることで、クラスタ・インフラストラクチャに柔軟性を提供します。 

Oracle Solaris Clusterは、Oracle9i、10g、11g Release 1およびRelease 2のデータベースとReal 

Application Clustersをサポートしており、Oracle Clusterwareとの緊密な統合を通じて、連携の

強化と容易な管理を実現します。Oracle ClusterwareとOracle Solaris Clusterの統合により、デー

タベースとアプリケーションのコンポーネントを含む複雑な多層ソリューションのデプロイが円滑

化され、利用できる構成オプションの選択肢が広がります。Oracle Solaris Clusterは、次の方法

でOracle Databaseを補完します。 

 Oracle Solaris ContainersやOracle VM Server for SPARCなどの仮想化環境で、Oracleのシング
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ル・インスタンスとOracle RACデータベースをサポートします。Oracle Solaris Clusterでは、

Oracle Solaris Containersを使用した仮想クラスタで、シングル・インスタンスとRACオプショ

ンの両方をデプロイできるため、高可用性とコスト削減を兼ね備えた統合構成を実現する独自の

ソリューションを提供できます。 

 Oracleシングル・インスタンス・データベースのデプロイに高可用性を提供します。Oracle 

Solaris Clusterは、その他のOracle HA製品がサポートされていない環境において、包括的な"

スタック全体"のHA機能を提供します。たとえば、Oracle 11g Release 2より古いシングル・イン

スタンスがデプロイされた環境で、Oracle Solaris Clusterは、セカンダリ・サイトへのフェイ

ルオーバーを管理し、サービス停止の可能性を最小化します。 

 Oracle RACデータベースに対するエンド・ツー・エンドの包括的なグローバル・ディザスタ・リ

カバリ・ソリューションを通じて、Oracle Data Guardをサポートします。Oracle Solaris Cluster 

Geographic Editionは、地理的に分散した構成において、DRの自動化を可能にします。自動化さ

れたDR手順は事前にテストできるため、ストレス下で起こる人為的エラーが防止され、勤務中の

スタッフが高いレベルの専門知識を持つ必要性も低いことから、災害が発生した場合も安心して

リカバリ手順を完了できます。 

Oracle Solaris Clusterは次の方法で、階層化された環境のOracle Databaseを補完します。 

 独自の連携機能により、サービス全体から素早く障害を検出し、リカバリします。たとえば、Oracle 

Solaris Clusterが提供するメカニズムにより、データベース・コンポーネント（Oracle 

ClusterwareやRACデータベースなど）と基盤ストレージ間に依存関係を作成できるため、起動処

理と停止処理の両方を正しい順序で実行できます。また、アプリケーションやミドルウェア、デー

タベースを含むその他のソリューション・スタック・レイヤーに対して、この連携レベルを適用

できます。 

 サーバー負荷を最適化するロードバランシング機能により、サーバー障害の発生時に、ミッショ

ン・クリティカルなアプリケーションが重要性の低いアプリケーションに優先して再起動されま

す。 

 グローバルDRソリューションは、Oracle RAC向けのData Guardやデータベース以外のアプリケー

ションにはストレージベースのレプリケーション（EMC SRDFやHitachi Universal Replicatorな

ど）をサポートすることで、すべてのアプリケーション・コンポーネントをカバーすることがで

きます。 

Oracle ClusterwareとともにOracle Solaris Clusterを使用することで、アプリケーションとデータ

ベース間の連携および管理を通じて、エンド・ツー・エンドのビジネス・サービス可用性が実現され

ます。 
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Oracle Solaris 

Oracle Solarisは、強化されたデバイス・ドライバ6や予測的自己修復などの機能を通じて、"設計に

組み込まれた"信頼性を提供します。Oracle Solaris ClusterがOracle Solarisと緊密に統合される

ことで、大幅に迅速なフェイルオーバー、再構成、サービス・リカバリ、エンド・ツー・エンドの

アプリケーション障害の検出が実現します。この緊密な統合により、カーネル・レベルの統合によ

る低レイテンシや全般的な堅牢性を高める強化ドライバなど、多数の技術的なメリットをもたらし

ています。その他のクラスタ製品やDR製品と比べると、Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solaris

テクノロジーに対してより深く幅広い統合を提供します。Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solaris 

ContainersやZFS、Oracle VM Server for SPARC、動的ドメイン（Sun Enterprise Mシリーズ・サー

バーの機能）とシームレスに連携します。 

リソース管理 

Oracle Solarisはデフォルトで、システム上で実行される全ワークロードに、すべてのシステム・

リソースに対して同等のアクセスを提供します。このデフォルト動作は、Oracle Solarisのリソー

ス管理機能を使用して変更できます。Oracle Solarisが提供するリソース管理機能は次のとおりで

す。 

 特定のワークロードに属するプロセスをシステムが把握できるようにするためのワークロード分

類手法 

 ワークロードが実際に使用しているシステム・リソースの量を測定するためのワークロード評価

機能 

 ワークロードが互いに干渉せず、事前定義された品質保証契約を満たすために必要なシステム・

リソースを確保できるようにするためのワークロード制御機能 

Oracle Solarisのリソース管理機能を使用することで、ワークロードを制限してスケジュール設定

できるだけでなく、必要なリソースの確保を実現できます。ワークロードを識別するためのレベル

には、プロジェクトとタスクという2つの粒度があります。 

 プロジェクトは、ワークロードの識別と分離を可能にします。ワークロードは、異なるグループ

やユーザーに属する複数のアプリケーションおよびプロセスで構成されます。 

 タスクはワークロードを識別するための二次的な粒度を提供します。タスクはプロセスのグルー

プを1つの管理可能なエンティティにまとめたものであり、ワークロード・コンポーネントを表し

ます。 

Oracle Solaris Clusterは、これらのリソース管理機能を使用することで、ノード、ディスク、ネッ

トワーク・インタフェース、クラスタ・リソース・グループ、Oracle Solaris Zonesなどのオブジェ

クト・タイプごとに、特定のシステム・リソースの使用率を設定して監視できるようにします。シ

ステム・リソースの使用率は、リソース管理ポリシーの一部として指定できます。たとえば、リソー

ス・グループに割り当てるCPUを制御したり、リソース・グループを実行できるプロセッサ・セット

のサイズを制御したりできます。 

 

-------------------------------------------------- 
6 Oracle Solarisのデバイス・ドライバはシステムのパニックやハングを予防し、破損データの拡大を防止する

ように開発されています。Oracle Solarisの防御的プログラミング・テクニックについて、詳しくは

http://docs.sun.com/app/docs/doc/819-3196/gevsi?a=viewを参照してください。 



Oracleホワイト・ペーパー - Oracle SolarisおよびOracle Solaris Cluster：ビジネス継続性のためのOracle Solarisの拡張 

 

21 

それぞれの構成要素に指定できるプロパティを通じて、どのプロジェクトの下でコンポーネントを

開始するかを指定できます。これにより、リソースごとに特定のプロジェクトを使用するか、また

は同じリソース・グループ内のすべてのリソースで1つのプロジェクトを使用するかを決定できます。

何も指定されていないリソースは、Oracle Solarisのデフォルト・プロジェクト内で実行されます。 

予測的自己修復 

予測的自己修復テクノロジーは、システム・コンポーネントを事前予防的に監視して管理すること

で、ITサービスの可用性の最大化に貢献します。Oracle Solaris 10の予測的自己修復は、多数のハー

ドウェアとアプリケーションの障害を自動的に診断、分離し、リカバリする革新的な機能です。こ

れにより、ソフトウェアや主要なハードウェア・コンポーネントに障害が発生した場合やソフトウェ

アの設定に誤りがあった場合でも、ビジネス・クリティカルなアプリケーションや必須のシステム・

サービスを中断せずに継続できます。Oracle Solarisの障害管理アーキテクチャ（FMA）とサービス

管理機能（SMF）は、予測的自己修復機能における2つの主要コンポーネントです。 

 障害管理アーキテクチャ（FMA）：FMAはOracle Solarisの実行プラットフォーム間で動作する共

通システムであり、自動的にシステム内の障害を診断し、自己修復処置を開始することで複雑さ

を軽減してサービスの中断を回避するよう動作します。このソフトウェアは、障害が発生する前

に問題のあるコンポーネントをシステム構成から除外することによって可用性を向上させ、障害

が発生した場合にはSMFを使用して自動リカバリとアプリケーションの再起動を開始します。受信

ストリームからエラーとして認識できるパターンが観測されると、FMAの診断エンジンは障害診断

を生成します。この診断後に、FMAは特定の障害に対応する方法を把握しているエージェントに対

して障害情報を提供します。 

 サービス管理機能：SMFは、アプリケーション・サービスを、管理者が一定の方法で確認し、管理

できるファーストクラス・オブジェクトに変換することで、アプリケーション・サービス用の標

準化された制御メカニズムを構築します。管理者が誤ってサービスを終了した場合や、ソフトウェ

アのプログラミング・エラーの結果としてサービスが中止された場合、または基盤ハードウェア

の問題によってサービスが中断された場合に、これらのサービスを自動的に再起動できます。

Oracle Solarisのサービス管理機能に対応したアプリケーションは、単一ノードのSolaris 10環

境からマルチノードのOracle Solaris Cluster環境へと容易に移行できるため、開発作業をほと

んど（またはまったく）必要とすることなく可用性を向上できます。 

補完的なテクノロジーである自動システム・リカバリは、障害の発生直後にシステム・リブートを

実行します。これらのシステムは障害の発生したコンポーネントを自動的に切り離し、指定された

システム管理者にイベントが通知されます。このアプローチは、障害のあるハードウェアもしくは

その周辺のハードウェアによって繰り返し障害が発生したり、システム全体が停止したりすること

のないよう防止します。 
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Oracle Solaris Containers 

 

図6：Oracle Solaris Containersは、オーバーヘッドをほとんど伴わずにセキュアな仮想化環境を提供します。 

Oracle Solaris 10を実行する任意のシステムでサポートされるOracle Solaris Containersは、ソ

フトウェアで定義された柔軟な境界を使用して、ソフトウェア・アプリケーションとサービスを分

離します。Oracle Solaris Containersは仮想化とソフトウェアのパーティション化機能を提供する

ことで、1つのOracle Solarisインスタンスから多数のプライベート実行環境の作成を可能にします。 

ハイパーバイザーを必要とする仮想マシンとは異なり、Oracle Solaris Containersが提供するのは、

複数の物理マシンではなく複数のOSインスタンスに見えるOSレベルの仮想化です。Oracle Solaris 

Containers間の独立性は、ハードウェア・アーキテクチャや命令セットをソフトウェアでエミュレー

トするCPU集約型のタスクではなく、システム・コールの有効範囲を制限することで実現されます。

これによって、1つのシステムで数百または数千のOracle Solaris Containersを作成できるように

なります。このようにオーバーヘッドがごくわずかに抑えられているため、パーティション化や仮

想マシンとは異なり、多数のOracle Solaris Containersを作成できます。次に例を示します。 

 個々の開発者は、分離された安全なテスト環境を使用できます。 

 サービス・プロバイダは、分離されたWebサーバー・インスタンスやデータベース・インスタンス

を提供できます。 

個々のOracle Solaris Containers内でアプリケーションをホストすることで、管理者は統合サー

バー内の権限やリソースをきめ細かく制御できます。 

Oracle Solaris Containersで発生するオーバーヘッドは従来の仮想マシンよりも大幅に小さいため、

最大限のコンピューティング・リソースをアプリケーションで利用できます。組織は、安全かつ効

果的に複数のアプリケーションを単一サーバーに統合できます。CPU、物理メモリ、ネットワーク帯

域幅などのコンピューティング・リソースを、ある瞬間は単一のアプリケーション専用にしておき、

次の瞬間にはその他のアプリケーションと共有できます。これらはすべて、アプリケーションを移

動したり、Oracle Solaris Containersの稼働するシステムや動的ドメイン、または論理ドメインを

再起動したりすることなく実現できます。 

Oracle Solaris Containersクラスタは、アプリケーションの障害の分離やセキュリティの分離、ま

たは専用リソース管理を行う際、Oracle Solaris Containersテクノロジーを利用して拡張します。

それぞれのOracle Solaris Containersクラスタは完結したエンティティであるため、アプリケー

ションの障害はクラスタ内に閉じ込められ、同じ物理ハードウェア上にあるその他のゾーン・クラ

スタに影響を与えることはありません。このような分離によってグローバル・クラスタやその他の

ゾーン・クラスタへの読取りと書込みが制限され、各ゾーン・クラスタの整合性が保護されます。

Oracle Solarisのリソース管理は、専用の管理ポリシーを使用して仮想クラスタにも適用できます。 
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Oracle Solaris 8およびOracle Solaris 9のコンテナ 

Oracle Solaris 8とOracle Solaris 9のコンテナを使用すると、古いSolarisリリースを実行する物

理サーバーから、Oracle Solarisを実行する最新のSun SPARC Enterpriseサーバー上のソフトウェ

ア・コンテナに対して、既存のアプリケーションと環境を安全かつ簡単に移動できます。つまり、

より強力でエネルギー効率と生産性の高いシステムで既存アプリケーションを実行し、好みのペー

スでこれらのレガシー環境をネイティブのOracle Solaris Containersに変換できます。これにより、

ライセンス・コストを節約できる可能性がある上に、Oracle Solaris DTrace、予測的自己修復、Oracle 

Solaris ZFSといったOracle Solaris 10の利点を既存環境で利用できます。 

Oracle VM Server for SPARC 

Oracle VM Server for SPARC（旧称Sun Logical Domains）は、組込みのSPARCハイパーバイザーを

利用して論理（または仮想）ドメインと呼ばれるパーティションを作成することで、サポートされ

るプラットフォームのリソース（CPU、メモリ、ネットワーク、ストレージ）をさらに分割します。

各論理ドメインでは、個別のオペレーティング・システムを実行できます。Oracle VM Server for 

SPARCには、1つのプラットフォームに複数のOracle Solaris OSインスタンスを同時にデプロイでき

る柔軟性があります。また、Oracle VM Server for SPARCでは、1つのシステム上に最大128の仮想

サーバーを作成できるため、CMTアーキテクチャによって実現される大規模なCPUスレッディングを

活用できます。Sun SPARC Enterprise Tシリーズ・サーバーにはOracle VM Server for SPARCの使

用権（RTU）が付属しており、ソフトウェアはプリインストールされています。 

Oracle VM Server for SPARCには、業界をリードするUltraSPARC Tシリーズ・プロセッサのCMT機能

とOracle Solarisの両方が統合されています。この組合せによって、柔軟性が向上し、ワークロー

ド処理が分離され、サーバー使用率が最大になる可能性が高まります。機敏性の高いデータセンター

を実現するため、物理サーバー間でOracle VM Server for SPARCドメインを移行したり、CPU、仮想

I/Oデバイス、メモリ、暗号化ユニットなどのシステム・リソースを動的に再構成したりできます。 

Oracle Solarisを実行するSun SPARC Enterpriseサーバーは卓越したプラットフォームであり、個

別のオペレーティング・システムを実行するために必要な物理的分離を提供するハード・パーティ

ショニング機能を搭載しています。すでに多くのお客様がOracle Solaris Containersを使用して、

アプリケーションの分離を実現しています。Oracle VM Server for SPARCには、OSの分離に関する

もう1つの重要な機能があります。この機能により、複数のオペレーティング・システムを1台のSun 

SPARC Enterprise Tシリーズ・サーバー上に同時にデプロイし、コンピューティング・リソースを

よりきめ細かく配分するための柔軟性が得られます。SPARC CMTプロセッサの本来の粒度レベルは実

行スレッドであり、実行リソースの時間をマイクロ秒単位で区切ったものではありません。各CPUス

レッドは、独立した仮想プロセッサとして扱われます。スケジューラはCPUに組み込まれており、ハ

イパーバイザー内のスケジューリングに追加のオーバーヘッドは発生しません。仮想CPU（実際には

物理CPUのスレッド）に対してワークロードを割り当てるために必要なのは、ソフトウェア・スケ

ジューラ（Solarisスケジューラ）だけです。これだけで、"ベアメタル"性能（低いオーバーヘッド、

高いパフォーマンスとスケーラビリティ）を備えた仮想化ソリューションを実現できます。 
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Oracle Solaris Live Upgrade 

Oracle Solaris Live Upgradeは、オペレーティング・システムのアップグレードや保守に関連する

停止時間を大幅に削減します。Oracle Solaris Live UpgradeをOracle Solaris Clusterと組み合わ

せて使用すると、インストール済みソフトウェアの構成に影響を与えることなくブート環境を移行

して、さまざまなファイル・システムの種類、規模、レイアウトを利用できます。また、システム

上にインストールした複数のソフトウェア・パッケージ（Solarisオペレーティング・システム・パッ

ケージを含む）を維持できます。Oracle Solaris 10やそれ以前のバージョンの実行を継続したまま

で、非アクティブなブート環境や複製ブート環境で最新リリースのOSにアップグレードし、パッチ

を適用し、日常的な保守を実行できます。実行した処理が完了したら、管理者はシステムを再起動

するだけで最新の（または更新済みの）オペレーティング環境を実行できます。 

Oracle Solaris Live Upgradeが提供するアップグレード手法は、オペレーティング・システムのアッ

プグレードに伴う通常のサービス停止を大幅に削減します。現在実行中のブート環境を複製して、

元のブート環境で実行を継続しながら複製に対してアップグレードを実行できます。または、アッ

プグレードする代わりに、ブート環境にWeb Start Flashアーカイブをインストールする方法もあり

ます。アップグレードやWeb Start Flashアーカイブのインストールによって元のシステム構成に影

響が及ぶことはなく、機能は完全に維持されます。次にシステムを再起動するときに、複製ブート

環境がアクティブ化されてアクティブなブート環境になります。仮に新しいブート環境が期待どお

りに機能しない場合も、安全策が用意されています。単純に再起動するだけで元のブート環境に素

早くフォールバックできるため、通常のテストや評価手順に付随するサービス停止を排除できます。 

ZFS 

エンタープライズ・クラスの信頼性に欠かせない要素は、データ・サブシステムです。Oracle Solaris 

ZFSは、卓越したデータ整合性、容量、パフォーマンス、および管理性をストレージに提供します。

ZFSは、メタデータのロギングなどの高い耐障害性機能を提供することで、システムに障害が発生し

た場合でも、データ整合性を確保して迅速にリカバリを実行します。ZFSによりファイル・システム

の管理が大幅に簡素化されるため、管理上のエラーに対する保護が強化されます。Oracle Solaris 

ZFSは、データ整合性に対して革新的なアプローチをとることで、データ管理を飛躍的に発展させ、

管理を大幅に簡素化するとともに、ファイル・システムやボリューム管理の統合機能を提供します。 

Oracle Solaris ZFSは、Copy-On-Writeやエンド・ツー・エンドのチェックサムといった技術を利用

して、データの一貫性を保持し、発見されにくいデータ破損を解消します。データは、ポインタが

変更されて書込みがコミットされる前に、メディア上の新しいブロックに書き込まれます。ファイ

ル・システムの一貫性が常に確保されるため、システムがクリーンではない状況でシャットダウン

された場合にも、fsckなどの時間のかかるリカバリ手順は必要ありません。また、データの正確さ

を保証するために絶えずデータの読取りとチェックが行われ、ミラー化されたプール内にエラーが

検出されると自動的に修正が実行されます。これにより、多くのコストと時間を消費するデータ損

失や事前に検出されない無症状のデータ破損を防止できます。これらの修正は、破損データの再構

築に役立つパリティ、ストライプ化、不可分操作を利用するRAID-Zの実装によって可能になります。 
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Oracle Solaris ZFSは、256ビット・チェックサムですべてのデータを保護します。その結果、

99.99999999999999999パーセントでエラーが検出および修正されます。Solaris ZFSは、データの正

確さを保証するために絶えずデータの読取りとチェックを行い、冗長性を持つ（ミラー化、Solaris 

ZFS RAIDZ、またはSolaris ZFS RAIDZ2によって保護された）ストレージ・プール内でエラーを検出

すると、破損データを自動的に修復します。これにより、ハードウェアやソフトウェアの障害に起

因し、コストと時間のかかるデータ損失が防止され、ファイル・システム関連タスクの実行時にエ

ラーの可能性が軽減されることで、絶え間ない可用性の実現が推進されます。 

また、ZFSソフトウェアがデータ保護のために提供するデータ・サービスは、従来のストレージ・シ

ステムに今日存在するサービスよりもはるかに優れています。Oracle Solaris ZFSにより、基本的

なミラー化、圧縮、および統合ボリューム管理機能が提供され、一般的なハードウェア上でデータ

の冗長性が維持されるため、ファイル・システムの信頼性が最適化されます。 

Oracle Solarisのネットワーク・テクノロジー 

企業のITインフラストラクチャには、信頼性とパフォーマンスに優れた接続が欠かせません。Oracle 

Solarisは、仮想化環境においてもネットワーク関連の障害を検出して修復する革新的な機能を多数

サポートしています。統合されたセキュリティ・テクノロジーは、データの整合性と全般的な稼働

時間の向上に貢献します。 

冗長ネットワークとネットワークIPマルチパス 

異なるネットワーク・サブネットに接続された複数のネットワーク・インタフェースに対する従来

のサポートに加えて、Oracle Solarisは1つのサブネットに接続された冗長ネットワーク・インタ

フェースをサポートしています。IPマルチパスは、フェイルオーバーとIPリンク・アグリゲーショ

ンの両方を提供します。 

冗長ネットワークには、Sunシステムの可用性とパフォーマンスを向上するための主要機能が多数含

まれています。 

 障害検出機能は、ネットワーク・アダプタの障害を検出して、ネットワーク・アクセスを自動的

に代替ネットワーク・アダプタに切り替えます（フェイルオーバー）。 

 修復検出機能は、以前に障害が発生したネットワーク・アダプタの修復を検出して、ネットワー

ク・アクセスを自動的にこのインタフェースに切り替えます（フェイルバック）。 

 アウトバウンド負荷分散機能は、アウトバウンド・ネットワーク・パケットを複数のネットワー

ク・アダプタに分散してスループットを向上します。負荷分散が実行されるのは、ネットワーク・

トラフィックが複数の接続を使用して複数の宛先に送信されている場合のみです。 

高度なセキュリティ機能 

Oracle Solarisはネットワーク全体にわたって高度なセキュリティ・システムを提供することで、

ユーザーがファイルにアクセスし、システム・データベースを保護し、システム・リソースを使用

する方法を制御します。統合セキュリティ・サービスおよびアプリケーションから暗号化アルゴリ

ズムの拡張やエンタープライズ・ファイアウォールによるネットワーク保護まで、Oracle Solaris

はすべての層のセキュリティ・ニーズに対応することで、オペレーティング・システムのセキュリ

ティに高い基準を設けています。また、改ざん、スヌーピング、盗聴によって、データやその関連

トランザクションのセキュリティが侵害されないようにするため、認証、データの整合性、データ・

プライバシ、シングル・サインオンなどの拡張セキュリティ機能が提供されています。 
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Oracle Solaris Clusterは、Oracle Solarisのロール・ベース・アクセス制御（RBAC）を利用して、

セキュアな管理機能を提供します。Oracle SolarisのRBACモデルでは、ユーザーが自分のユーザー

名でログインした上で、ロールを利用することで、制限された管理者用グラフィカル・ツールやコ

マンドを実行できるようになります。RBACは、すべてのOracle製品に適用されるベスト・プラクティ

スとみなされています。 

Oracle Solaris 10はRBAC以外に、プロセス権限管理と最小特権モデルを提供します。これらのテク

ノロジーは、タスク実行に必要な最小権限のみをユーザーとアプリケーションに付与することで、

セキュリティ・リスクを軽減します。システム管理者は、システム上のプロセスに対して多数の個

別権限を付与（または拒否）することで、効果的なセキュリティ・ポリシーを作成し、悪意のある

アクションの実行可能性を最小化し、データ・アクセスを制御し、規制要件に対するコンプライア

ンスを確保できます。 

従来のオペレーティング・システムには固有のセキュリティ上の弱点が含まれますが、Oracle 

Solaris 10は新しいアプローチを採用することで、データセンターからネットワークやデスクトッ

プまでのコンピューティング環境全体を保護します。 

その他に利用可能なOracle製品 

多くのOracle Database製品やOracle Applications製品、Oracle Fusion Middleware製品、および

MySQLは、製品固有のHA機能やスケーラビリティ機能を提供しています。これらのHA機能が提供する

のは、製品インスタンスの優れたフェイルオーバーに加えて、データ整合性や再同期、フェイルオー

バー時間、仮想化などの各種機能です。 

Oracle Real Application Clustersは、高い評価を誇るOracle Database Enterprise Editionの関

連製品です。Oracle RACは、従来のシェアード・ナッシング構成や共有ディスク構成の限界を克服

した共有キャッシュ・アーキテクチャを基盤とするクラスタ・データベースであり、すべてのビジ

ネス・アプリケーションに対応する高い拡張性と可用性を備えたデータベース・ソリューションを

実現します。Oracle RACは、Oracleエンタープライズ・グリッド・アーキテクチャの主要コンポー

ネントです。 

Oracle RACは、Oracle Clusterwareを活用して、クラスタ化されたデータベース環境で必要なノー

ド間通信を実行します。Oracle Clusterwareは、サーバー・ファームをクラスタに変換するテクノ

ロジーです。一般的なクラスタとは、単一のシステムとして共同で機能する個別サーバーのグルー

プです。Oracle Clusterwareは、このシステムで必要な連携を実現するためのインテリジェント機

能であり、Oracleエンタープライズ・グリッド・アーキテクチャの主要コンポーネントです。 

Oracle Solaris Clusterは、Oracle ClusterwareとOracle RACを統合することで、基盤のストレー

ジ・コンポーネントに対してOracle Clusterwareが持つ固有の依存性を考慮した協調的な方法で、

ソリューション・フレームワーク全体の起動、フェイルオーバー、停止が行われるようにします。 

オラクルのMaximum Availability Architecture（MAA）は、システムの可用性を最大化し、システ

ム可用性、サービス品質、データ保護に関するもっとも厳しい品質保証契約（SLA）に適合するため

のフレームワークおよびベスト・プラクティスです。 
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結論 

 

図7：Oracle Solaris Clusterは、Oracle SolarisのHA機能を拡張して、企業のHA要件とDR要件を満たすソリューションを提供します。 

ビジネス・リスクは、時と形態を選ばず、企業の目前に（または社内から）突然出現しないとも限

りません。Oracle Solaris Clusterは、24時間365日の稼働を求められるビジネス・サービスに対し

て、クラス最高レベルのHA機能とDR機能を提供します。ユーザー固有のニーズに合わせて個別に調

整できるのは、幅広いITテクノロジーとの連携能力を備えたOracle Solaris Clusterだけです。

Oracle Solaris Clusterは、アプリケーションからディスクまでを一体化し、単一システムからマ

ルチシステムまでのすべてに対応する幅広いHAおよびDRソリューションを、従来型環境と仮想化環

境に対して提供します。Oracle Solarisオペレーティング・システムと緊密に統合されたOracle 

Solaris Clusterは、遅延なく障害を検出して、障害通知、アプリケーション・フェイルオーバー、

再構成を、さらに迅速に実行することで、サービス・リカバリ時間を大幅に短縮します。 

Oracle Solaris Clusterは、Oracle Database製品やOracle Applications製品、Fusion Middleware

製品だけでなく、他ベンダーの主要アプリケーションとともに幅広くテストされています。Oracle 

Solaris Clusterは、Oracle Real Application ClustersやOracle Data Guardを補完することで、

稼働時間の拡大と柔軟な階層型デプロイを可能にします。 

追加情報 

ソフトウェアの入手  

Oracle Solaris Cluster  http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris-cluster/downloads/index.html 

Oracle Solaris 10 http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris11/downloads/index.html 

高可用性  

Oracle Solaris Clusterの技術情報 http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris-cluster/overview/index.html 

Oracle Solaris ClusterのDocumentation http://www.oracle.com/technetwork/documentation/solaris-cluster-40-1405284.html 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris11/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris-cluster/overview/index.html
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Center http://www.oracle.com/technetwork/documentation/solaris-cluster-33-192999.html 

Oracle Solaris Cluster Essentials（Tim 

Read著） 

www.amazon.com/Oracle-Solaris-Cluster-Essentials-Administration/dp/0132486229/ 

  

入門ガイド：How-To Install a 2 Node 

Cluster 

www.oracle.com/technetwork/articles/servers-storage-admin/how-to-install-two-node-cluster-166763.pdf 

入門ガイド：Configure Oracle VM 

Server for SPARC Guest Domains as 

Oracle Solaris Cluster Nodes 

www.oracle.com/technetwork/articles/servers-storage-admin/configvmsrvrdomssolarisnodes-166764.pdf 

Oracle Solaris Cluster Geographic 

Edition Webキャスト 

http://medianetwork.oracle.com/media/show/13298?n=subCategory&nid=33 

IDC：Addressing Virtualization and High 

Availability Needs with Solaris Cluster 

 http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/solaris10/overview/cluster-idc-wp-149899.pdf 

Oracle VM環境のOracle Real 

Application Clusters 

www.oracle.com/technetwork/database/clustering/oracle-rac-in-oracle-vm-environment-131948.pdf 

Oracle Maximum Availability 

Architecture—MAA 

www.oracle.com/technetwork/database/features/availability/maa-090890.html 

）  

Oracle Database High Availability http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/features/availability/index.html 

Oracle Fusion Middlewareの高可用性お

よびエンタープライズ・デプロイメント 

http://download.oracle.com/docs/cd/E12839_01/relnotes.1111/e10133/ha.htm 

  

Oracle Fusion Middleware—High 

Availability 

www.oracle.com/technetwork/middleware/index-098790.html 

Oracle Solaris  

Oracle Solaris 11の技術情報 http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris11/overview/index.html 

Oracle Solaris：In a Class by Itself – ホ

ワイト・ペーパー 

www.oracle.com/technetwork/articles/servers-storage-admin/solclassbyitsel-167850.pdf 

  

仮想化  

オラクルの仮想化 http://www.oracle.com/jp/technologies/virtualization/overview/index.html 

Virtualization with Oracle Solaris 10 ホ

ワイト・ペーパー 

www.oracle.com/us/products/servers-storage/solaris/virtualization-solaris-wp-080927.pdf 

Oracle VM Server for 

SPARC—Enabling a Flexible, Efficient 

IT Infrastructure 

www.oracle.com/us/products/servers-storage/servers/sparc-enterprise/vm-server-for-sparc-wp-075964.pdf 

追加資料  

Oracle Database  http://www.oracle.com/jp/products/database/overview/index.html 

Oracle Siebel CRM http://www.oracle.com/jp/products/applications/siebel/overview/index.html 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/features/availability/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/solaris11/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/technologies/virtualization/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/database/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/applications/siebel/overview/index.html
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Oracle PeopleSoft Enterprise 

Applications 

http://www.oracle.com/jp/products/applications/peoplesoft-enterprise/overview/index.html 

  

Oracle Applications www.oracle.com/us/products/applications/index.html 

Oracle Technical Network—技術情報 http://www.oracle.com/technetwork/jp/index.html 
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